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研究成果の概要（和文）：本研究では，協働的問題解決のための省察を促進する教職ｅポートフォリオシステム
の開発にむけて，教職大学院における教職ｅポートフォリオの活用方法を検討した。教職大学院のｅポートフォ
リオでは，各実習日の具体的な活動記録に加えて，月や学期等一定期間単位でのリフレクションの機会も設定す
ることで，記録に基づいたリフレクションを行う仕組みが用意されていることがわかった。
また，教職大学院および教員養成学部において養成しようとしている人材像の特徴を明らかにした。教育実践を
中心に展開する教職大学院のカリキュラムに対して，学校教育や教科指導に関する知識・技能を確実に身につけ
る学部段階という重点の違いも見えてきた。

研究成果の概要（英文）：We examined how to utilize the teaching e-Portfolio at graduate schools of 
teacher education toward developing a teaching e-Portfolio system that promotes reflection for 
collaborative problem solving. In the teaching e-Portfolio at graduate schools of teacher education,
 in addition to the activity record of each teaching practice day, the mechanism for reflection 
based on the record is prepared by setting the opportunity of reflection on a regular period basis 
such as month or semester.
We found that the characteristics of the image of teachers to be trained in the graduate schools of 
teacher education and the undergraduate teacher training programs were clarified. In contrast to the
 curriculum of the graduate schools of teacher education focusing on educational practice, the 
difference in emphasis has also been seen in the undergraduate level, in which the knowledge and 
skills related to school education and subject teaching are surely acquired.

研究分野：教育工学，教師教育学，科学教育学

キーワード： 教師教育　教員養成　現職教員研修　教育実習　学校実習　省察　リフレクション　教職大学院

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
１．教員養成学部段階では「教職実践演習」開設で導入された教職（ｅ）ポートフォリオであるが，教職大学院
における活用の広まりは限定的であった。学校実習科目での学びが中心に位置付けられている教職大学院のカリ
キュラムにおいて教職（ｅ）ポートフォリオを活用することにより，大学院生と指導教員間および大学院生間の
相互理解とリフレクションを促進することが可能になった。
２．2015～2018年度にかけて量的拡大が図られた教職大学院であるが，教職大学院における教育成果，すなわ
ち，６年一貫型の教員養成や教職大学院における高度な教員研修の効果を可視化する手段として，教職（ｅ）ポ
ートフォリオの有効性を示すことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ 
◆高度専門職業人養成としての教員養成と，教員養成系大学・学部における教職大学院設置 
 教職大学院は，H18中教審答申 1)の具体的方策として創設された，教員養成に特化した専門
職大学院である。現在 27大学に設置されており，H28.4に新たに 18大学で開設予定である。 
 信州大学の教職大学院（教育学研究科高度教職実践専攻）も H28.4 開設予定である。「学校
拠点方式」を採用しており，学校現場をフィールドとして具体状況に応じた指導のあり方や実
践の省察を重視する教育課程を編成することとなっている。学校現場における実践的課題に焦
点を当てて，その課題解決のために教職大学院生や拠点校（現職教員の院生の勤務校である公
立学校または信州大学教育学部附属学校）の教職員及び大学教員からなるチームで協働的に取
り組む。例えば，上越教育大学教職大学院においても「学校支援プロジェクト」を中核として
いる 2)。 
◆教職ｅポートフォリオの活用による教員養成教育の実質化 
 大学教育の実質化・質保証を求める動向 3)と教職課程における「教職実践演習」本格実施を
受けて，教員養成系大学・学部では，教職ｅポートフォリオや履修カルテの開発・導入が進ん
だ 4)。 
 しかし，教職ｅポートフォリオを活用した教職指導の方法についてはまだ試行段階であり，
大学教員による指導体制も構築されつつある状況である。教職大学院においてもｅポートフォ
リオが開発・導入されているが 5)，学校実習の成果を個人で蓄積することが中心であり，協働
的な学びを支える仕組みとしてのｅポートフォリオとしては活用されているとはいえない。 
◆教職ｅポートフォリオの開発と効果的な活用方法の構築 
 信州大学教育学部では，目指す教師像の構築と自己評価・相互評価を核とした教職ｅポート
フォリオを開発し運用している（科研費基盤(B)18300286）。自己評価に加えて学生間の相互コ
メントにより，教職志望学生の成長が促進されることが明らかになっている。 
 新規開設される教職大学院においても，教育課程の中心科目である「学校実習」（計 10単位）
の活動記録及びチームでのカンファレンスの記録を蓄積していく。このための教職ｅポートフ
ォリオシステムを開発し，「学校現場における職務についての広い理解と自ら諸課題に積極的に
取り組む資質・能力を有し，新しい学校づくりの有力な一員となり得る新人教員」や「学校現
場が直面する諸課題の構造的・総合的な理解に立ち，教科・学年・学校種の枠を超えた幅広い
指導性を発揮できるリーダーとしての教員」を育成するための支援体制の構築が急務である。 
(2) 応募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯 
 研究代表者はこれまで，教職ｅポートフォリオの開発と活用に関する研究を行ってきた。 
 科研費・若手研究(B)22700810 (H22～24)では，学生の教職ｅポートフォリオの記述を質的
分析し，教員養成初期段階の学生が有する教師像の特質を描き出した。また，基盤研究
(C)25350325 (H25～27)では，自己評価に加えて，学生間の相互コメントを重視している点か
ら，本研究課題における協働的問題解決に教職ｅポートフォリオを活用することの発想を得て
いる。 
 若手研究(B)16700557 (H16～18)では，教職ｅポートフォリオの活用が経験の蓄積に有効で
あることが明らかになり，若手研究(B)19700631 (H19～21)では，学生は教員養成初期段階か
ら明確な課題意識を持ちながら積極的に臨床経験科目を履修していることがわかった。これら
のことから，本研究課題では，教職大学院においてもｅポートフォリオを継続的に利用するこ
とを着想した。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は，教職大学院の学生（学部卒及び現職教員）が，学校現場で有している課題
をチームで協働的に解決できるように，学校実習についての省察を促進する教職ｅポートフォ
リオシステムを開発することである。 
 そこで本研究では，具体的に次の各研究課題に取り組むこととする。 
1) 学校実習においてはどのような協働的問題解決場面を設定する必要があるか。 
 学校実習である「教育実践実地研究Ⅰ～Ⅱ」とチームで省察を行う「実践研究とリフレクシ
ョンⅠ～Ⅳ」では，拠点校から提出される学校課題を特定して協働的に問題解決する場面をど
のように設定すればよいか，機会や頻度，拠点校教職員や大学教員の参与等の面から明らかに



する。 
2) 協働的問題解決のための省察を促進する教職ｅポートフォリオの構成要素は何か。 
 現在運用している学部生用の教職ｅポートフォリオが実装する機能（自己評価・相互評価・
エビデンス蓄積等）に加えて，チームでの協働的問題解決を促進しそのプロセスを記録するた
めにはどのような機能が必要かを検討し，システムに追加・実装してその有効性を明らかにす
る。 
3) 開発した教職ｅポートフォリオをどのように活用すると効果的か。 
 教職ｅポートフォリオに蓄積された記録や省察を，チームで協働的問題解決する際にどのよ
うに活用すると問題解決に近づくか，そして，教職大学院生がスクールリーダーまたは新しい
時代に対応できる新人教員として成長することにどのような効果をもたらしたかを明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 教師教育及びｅポートフォリオに関する文献及び情報の収集と分析 
(2) 教職ｅポートフォリオに蓄積されたデータの分析 
(3) 教職大学院において活用されているｅポートフォリオに関する動向の分析 
(4) 教職大学院における学校実習科目の記録としてｅポートフォリオが備える要件の検討 
(5) リフレクション指導による記述の変化の分析 
(6) 養成・採用・研修の一体化に向けた教員像の分析 
(7) 関連学会における情報収集と研究成果発表による意見交換 
 
４．研究成果 
(1) 教師教育及びｅポートフォリオに関する文献及び情報の収集と分析 
 国内外の教師教育及びｅポートフォリオに関する文献及び情報を収集した。 
(2) 教職ｅポートフォリオに蓄積されたデータの特徴 
 教職ｅポートフォリオに蓄積されたデータとして，学生による自己総合評価，ディプロマ・
ポリシーに対応した 12 観点からの観点別自己評価，そして，学生間の相互コメントに着目し
て，それぞれの記述に特定のキーワードがどれくらい含まれているかを学年別に分析すること
によって，学生の成長過程の様相を明らかにした。自己総合評価では，「自分」「子ども」「教師」
という語句，各学年で履修する臨床経験科目の授業科目名，「授業」に関する記述等が多いこと
がわかった。観点別自己評価では，各学年段階で履修する授業科目に関する名詞句が多用され
ていること，学年があがるにつれて「子ども」についての記述が増えてきていることなどがわ
かった。そして，相互コメントでは，「子ども」や「自分」に関する記述はどの学年でも上位に
あること，「授業」に関する記述が１～３年次にかけて学年が上がるにつれて増えていること，
そして，教育実習を履修する３年次よりも前から教育実習を意識したコメントをしていること
などがわかった。 
(3) 教職大学院において活用されているｅポートフォリオに関する動向の特徴 
 教職大学院において活用されているｅポートフォリオに関する動向を分析した。教職大学院
のｅポートフォリオでは，学校実習科目等の活動を記録したりリフレクションしたりすること
を目的としての活用が多いことが明らかになった。合わせて，LMS との連携状況の分析から
LMSのｅポートフォリオとしての利用可能性を検討した。LMSの機能のうち，「課題」機能を
使ってレポートを提出したり，「フォーラム」機能を使って振り返りを記入・蓄積したりしてい
るが，全学的に利用している LMS と自由に設計・利用可能なシステムを組み合わせることに
よって，学生の学びを蓄積し効果的なリフレクションを促進できる仕組みを構築できる可能性
が示唆された。 
(4) 教職大学院における学校実習科目の記録としてｅポートフォリオが備える要件 
 教職大学院における学校実習科目の記録としてｅポートフォリオが備える要件を検討した。
教職大学院の実習記録や実習（ｅ）ポートフォリオでは，各実習日の具体的な活動記録に加え
て，月や学期等一定期間単位でのリフレクションの機会も設定することで，記録に基づいたリ
フレクションを行う仕組みが用意されていることがわかった。 
(5) リフレクション指導による記述の変化の様相 
 教員養成初期段階にある教育学部１年次生を対象に，附属学校園における実習についてのリ
フレクションの記述に関する指導を行い，実習記録方法の指導による ALACTモデルに基づく
リフレクションの記述の変化の様相を明らかにした。その結果，「活動を通して学んだこと」「今
後さらに学んでみたいこと」それぞれの頻出名詞句を見ると，生徒に関する語句（生徒，子供，
子），教師に関する語句（先生，教師）がいずれの項目においても多いことがわかった。また，
「活動を通して学んだこと」の分析を行った上で今後の課題を明確化するようになった。 
(6) 養成・採用・研修の一体化に向けた教員像の特徴と差異 
 教職大学院および教員養成学部において養成しようとしている人材像の特徴を明らかにした。
計量テキスト分析ツールを用いて分析した結果，教職大学院においては，教職大学院の目的や
機能，あるいは，「教職大学院」制度の創設の基本的な考え方に沿った語句が多く用いられてい
た。また，教員養成学部においては，教員となる際に必要な基礎的・基盤的な知識や技能を修
得しながら，幅広く豊かで深い教養を身につけて，他者と協働しながら地域社会で活躍する人



材になることを目指していた。教職大学院と教員養成学部との比較では，教育実践を中心に展
開する教職大学院のカリキュラムに対して，学校教育や教科指導に関する知識・技能を確実に
身につける学部段階という重点の違いも見えてきた。 
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